
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R３・１・２９ 

石川県立七尾高等学校 

ＳＳＨ推進室 第 1０号 

  

 

 

 

 

１２月７日（土）、金沢市文化ホールにて 

「地学実習」（９月１８日） 

金沢大学理工研究域自然地球社会基盤

学系のロバートジェンキンズ先生の指導

のもと、「地学実習」を行いました。コロナ

感染症のため、例年の金沢大学での実習で

はなく、本校に講師の先生を招いての実習

でした。初めに、ロバート先生から極限条

件下に生きる生物と地球の生命の誕生の

科学の講義をうけました。その後、大学研

究室の皆さんが採集し、運んできてくださ

った化石ブロックを使い、化石採集の実習

を行いました。化石のクリーニングの仕方

を教えてもらい、目当ての化石をブロック

から取り出しました。取り出した化石は種

を同定し、その特徴について調べました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然科学研究Ⅰ（第１学年理数科） 

「最先端医療」（１１月２０日） 

1年生理数科生徒に対して、「自然科学研究Ⅰ」で、「最先端医療」のユニットとして、金沢

医科大学総合医学研究所の石垣教授による「細胞治療の現場と今後の展望」の講義が行われまし

た。 

このユニットは、第一線の研究者による講座を通して、医学の最先端について学習し、生命現

象について理解を深め、科学的な視野を養うことを目的として、毎年行われています。 

講義では、細胞やその 

仕組みについて、わか 

りやすく説明してくだ 

さり、生徒も質問をし 

ていました。 

「北陸の雷」（１２月４日） 

富山県富山市にある、北陸電力㈱雷センターにて、所長の杉本さんによる「雷とは何か－北陸

の雷の特徴」および「雷による社会的影響」の講義の受講と、模擬雷実験・雷観測設備の見学を

しました。生徒たちは休憩時間や講義後にも、熱心に質問をしていました。 

○雷というのは全部同じだと思っていましたが、今

回の研修で夏と冬で強さや流れ方に違いがあると

学びました。身近な雷を知る良い経験となりまし

た。 

〇雷の発生方法を学んで、上向きの雷があると知っ

て驚いた。冬と夏とでは雷の特徴が違っていたり

とても興味を持てた。自然現象についてもっと調

べてみたいと思った。 

〇雷が起こる仕組みと、それによって鳴る音や出る

光の原因について学びました。雷の音が空気が膨

張して起きていることや、色が窒素の色だと分か

って驚きました。 

金沢大学のグローバルサイエンスキャンパスに参加していた２４H の石渡祥子さんが、国際

シンポジウムで発表してきました。 

国際シンポジウムに参加して、初めて英語での

ポスター発表に挑戦したのですが自分が半年ほど

行ってきた研究の新しい見方や、今後の展望につ

いていろいろな意見やアドバイスを頂くことがで

き、良い経験になったと思います。 

コロナ禍でたくさんの制限のある中での研究

や、専門的な内容も多く、分からないことの方が

多かったのですが、指導してくださった教授や大

学院生の方にも助けて頂きながらなんとか終える

ことができました。 

金沢大学 GSC での貴重な経験を今後の自分の

将来にも活かしていきたいです。 

⚡感想⚡ 

自然科学研究Ⅰ（第１学年理数科） 


